
三の丸尚蔵館の収蔵と公開に関わる建物の建築方針（案）

（増築棟）公開地区の建物として、収蔵品の展示を通して皇室
と日本文化の関わりを紹介し、管理機能、学芸機能を併設する。

（収蔵庫棟）
収蔵を目的とした
建物とし、修復作
業スペースを設け
る。

昨年１２月の第１回有識者懇談会の提言を受けて、宮内庁内
で再度検討した結果、当初の予定通り、現在の既存棟の西側隣
接地に増築棟を、旧枢密院裏の敷地に収蔵スペースを主とした
建物を計画し、平成３４年度からの使用開始を目指して進めて
はいかがか。

これにより、三の丸尚蔵館の建物は、現在の既存棟、隣接地
の増築棟、収蔵を目的とした収蔵庫棟の３棟からなり、これらの
それぞれの主たる機能を中心にして、有効活用を図ることとして
はいかがか。
増築棟ー多くの国内外からの来館者に、皇室と日本文化

の関わりをより豊かに紹介するために、収蔵品の
質と量、大きさに見合った展示室を設け、優れた
日本文化の発信拠点とする。
また、現在不足している学芸機能の整備を図る。

収蔵庫棟ー既存棟で不足する収蔵スペースを確保し、修復
作業スペースを設ける。

既存棟ー現在の３つの収蔵庫に加え、現展示室を収蔵庫に
改造し、収蔵機能を充実させる。隣接の増築棟と
連絡通路で直結することで、増築棟の収蔵庫として
の活用を図る。
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